







The High School Chemistry Modular Teaching Materials
for the Understanding of the Relationship
between Chemistry and Our Daily Lives (2)
HITOMI Hisaki, KOBAYASHI Chizuru
1  We conducted two kinds of chemistry modular teaching materials for high school students (10th 
graders) and undergraduate students. The contents were (1) check of water quality and (2) utilization 
of vitamin C. Those materials showed the relationship between chemistry and our daily lives. The 
modular teaching materials contributed to students’ understanding of chemical learning contents. We 
presented a case study that includes the development of modular teaching materials and the evaluation 
items for the practice. Considering lower consciousness for the science (especially chemistry) of 
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2.49 2.53 n.s. 
2.43 2.46 n.s. 
2.54 2.64 n.s. 
1.61 1.67 n.s. 
2.48 2.52 n.s. 
1.33 1.43  n.s. 
2.77 2.97*  p<.05 
  2.28 2.35 n.s.
表６．質問Ａ～Ｈに対する回答の事前・事後における比較
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⑴ 化学と日常生活との結びつきを意識したとする回答や，化学を学ぶことが自分にとって役立つ
とする回答は，いずれも８割以上と高い。モジュール教材が化学の有用性に気づかせることを
促進している。
⑵ 実践に対する印象では，「楽しかった」とする肯定的回答が９割以上となった。本実践が非常に
良好なものであったことが示された。
⑶ 実践の対象となった単元の学習内容の理解にモジュールが役立つとする回答は９割を超えた。
モジュールのねらいは，化学と日常生活との結びつきを伝えるものであったが，学習内容の理
解にも寄与している。
⑷ 本実践は，生徒の理科に対する意識のうち１項目で肯定的変化を生じさせたものの，全体的に
見ると，意識を大きく変化させるものではなかった。
6. おわりに
　本実践において，いくつかの点が明らかとなった。まず，事後調査の結果から，本研究で開発，
実践したモジュール教材（ビタミンＣ）は，高校生に非常に肯定的に受けとめられたということで
ある。授業が楽しかったと回答する生徒は97%にのぼった。また，95%の生徒が化学と日常生活と
のつながりを感じることができたと回答した。本実践は単に楽しいだけでなく，化学と日常生活と
の結びつきを理解させるという目的に適ったものであることが確認できた。
　また，このモジュールが，化学と日常生活との結びつきを伝えながらも，同時に学習内容の理解
にも寄与している点は，特筆すべきことである。化学の実用面への気づきを促すことと知識理解を
向上させることが両立することは，学校現場で実践を進める上で，たいへん重要な点であると考え
られる。
　さらに，事前と事後で調査した理科に対する意識を比較したところ，質問Ｇ（理科は生活の中で
大切だと思いますか）において肯定的回答の割合が有意に増加したものの，それ以外の質問項目で
は有意差は見られなかった。この結果から，本実践は，生徒の意識を向上させることにおいて，そ
の影響はごく限定的であったということができる。
　筆者らは，化学と日常生活の結びつきを伝えることをねらいとしたモジュール教材は，教科書等
に示されている学習内容に対して，補完的な位置づけととらえている。つまり，モジュール教材
は，学習内容そのものを中心に据えながら，その実用性や応用面などを示すことで，化学と日常生
活との結びつきを示そうとしている。そのような構成にすることで，化学を学ぶ意味や社会におけ
る化学の役割に生徒が気づくことを期待している。日本の高校生の理科に対する意識は高くない。
この実情に照らしてみると，このような教材は補完的ではあるがきわめて重要であると考える。
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